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1. 「帝国の遺産」という視角 

❖2014年：WWIのもたらしたものをどのような視角で捉えるか 

❖帝国：20世紀初頭の国際秩序における基本単位 

・新学術領域研究「ユーラシア地域大国の比較研究」 

❖それぞれが自律的な文明、異なる歴史的背景 

❖WWIという共通の経験に関与したとき何が起こるか（帝国の遺産） 

 ・池田報告 ロシア帝国：ソ連への再生 

 ・福田報告 ハプスブルク帝国：広域秩序の可能性 

 ・藤波報告 オスマン帝国：地域秩序の解体 

❖帝国の比較：①地域の違い、②共通の経験、をともに捉える 

 

2. グローバルな共通経験としてのWWI：今後の議論のために 

❖世界大戦：歴史的背景の異なる諸帝国が、総力戦という同一の課題に向き合う（「強制的同期化」） 

・「帝国の総力戦」：[木畑 2006] 

❖異なる歴史的背景：WWIの影響も異なる形であらわれる 

・イギリス帝国にとってのボーア戦争の影：[Mazower 2009] 

・大戦と各国の人類学：[Scheer et al 2010] 

❖他方、帝国間・諸地域間のグローバルな共振作用 

・アイルランドとイギリス帝国自治領の徴兵拒否運動：[Holland 1999] 

・社会の「野蛮化」の共鳴と増幅：[松沼 2010] 

・戦争社会主義モデルの普遍性：[和田 1992] 

・周縁にある日本帝国の洞察力：[山室 2011] 

❖帝国とネイションは相互排除的ではない：ネイションは共振する諸単位の一つ 

 ・国境を越えた 1848年革命と異なり、戦争社会主義はネイション単位：[木村 1995] 

・総力戦は帰属意識の一元化を促す（「命は一つ」）：[松本 2008]（⇔多民族国家プロイセンの王朝

的統合の挫折：[今野 2009]）; 兵士墓地の統一様式の強制：[Gregory 2008] 

・他方、帝国はグローバルにネイション・エリートを植民地に創出：[秋田 2005] 
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